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ボーリング柱状図

調 査 名 湯沢駅周辺複合施設整備事業 地質調査業務委託 AKK222028

事 業 ・ 工 事 名 湯 沢 駅 周 辺 複 合 施 設 整 備 事 業

ボ ー リ ン グ 名 R 4  B - 1 調査位置 秋 田 県 湯 沢 市 表 町 二 丁 目 地 内 北 緯 3 9 ° 9 ’ 4 4 . 4 ”

東 経 1 4 0 ° 2 9 ’ 1 6 . 2 ”発 注 機 関 湯 沢 市 総 務 部 企 画 課 調査期間 令 和  4 年  6 月  2 日  ～  4 年  6 月  7 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社  羽 後 測 量 設 計 事 務 所

電話 ( 0 1 8 3 - 7 3 - 9 3 0 0 )
主任技師 滝 澤 徳 仁

現 場
代 理 人

藤 原 悦 雄
コ ア
鑑 定 者

大 石 貴 久
ボｰリング
責 任 者

佐 々 木 健 司
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0.10mまでアスファルト。
0.20mまで砕石。以深粘土質礫。

砕石 黒～
黒灰

礫はφ20㎜以下の亜角礫を主体とし、
非常にルーズである。

粘土混
じり砂
礫

青

灰

砂の混入は不均質である。
φ30mm以下の亜円～亜角礫を多く含
む。

砂混じ
りシル
ト

暗

褐
軟ら
かい

上部15cmは粘土混じり砂礫。
所々砂の混入や薄層が認められる。

粘土 灰

上部10cmは粘土質砂礫。
礫はφ5～30mm程度の亜円～亜角礫
を主体とし、最大径φ40mm。
2.15～2.35m間に礫混じり粘土を挟
む。

粘土混
じり砂
礫

灰～
褐灰
～青
灰

緩
い～

中
位

下部に従い砂分が多くなる。
砂質シ
ルト

灰褐
～暗
青灰

軟ら
かい

礫はφ5～30㎜程度の亜円～亜角礫
を主体とし、最大径φ50mm。
含水多く、掘進時には逸水や崩壊性
が認められる。

粘土混
じり砂
礫

暗青
灰～
暗灰

密

礫はφ5～30㎜程度の亜円～亜角礫
を主体とし、φ50～60mm程度の短柱
状礫(玉石)が点在する。
部分的に粘土分が多く混じる。

粘
土
混
じ
り
砂
礫

褐
灰～

褐～

青
灰

中

位

礫はφ20㎜以下の亜円礫を主体とす
る。少量の粘土分が混じる。

礫混じ
り細砂

暗青
灰

中

位

礫はφ5～30mm程度の亜円～亜角礫
を主体とし、最大径φ50mm。
上部は粘土分が混じる。

砂

礫

暗

青

灰

中位
～非
常に
密

11.85mまでの所々に砂～φ30㎜以下
の亜角礫が混入する。
13.1mまではほぼ均質な粘土である
が、少量の有機物が点在する。
以深全般に砂の混入や薄層が認めら
れ、13.85mより有機物を含む。

粘

土
灰

中

位

有機物は全般に分解が進んでいるが、
所々繊維質のものも認められる。
全般に砂の混入や薄層が認められる。
14.85m以深は砂質粘土で礫が混じる。

腐植物
混じり
粘土

黒

褐

中

位

礫はφ5～40mm程度の亜円～亜角礫
を主体とし、φ60～70mm程度の短柱
状礫(玉石)が点在する。
所々粘土分が混じる。
15.8～16.0m間は礫混じり細中砂。
16.0～16.25m間はやや礫分が少なく
なる。
18.0～18.3m間、19.0～19.3m間、20.
0～20.38m間はφ2～5mm程度の細礫
を主体とする。
掘進時には少量の逸水や崩壊性が認
められる。
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